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X線検出器の１つにマイクロカロリメータがある. マイクロカロリメータはX線光子1個1個のエネル

ギーを温度上昇として測定する検出器である. 本研究では, 優れたエネルギー分解能を持つX線検出器

として超伝導転移センサ(TES)を用いたTES型マイクロカロリメータの研究, 開発を行う. TES型マイク

ロカロリメータの吸収体には, X線光子の有感面積の増加, および熱伝導パスの形成のためマッシュル

ーム型構造を採用している.  

図 1 に作製した TES 型マイクロカロリメータの模式図を示す. TES は, Ti/Au(=50nm/120nm)の 2 層構

造を持つ. TES の面積は 400μm×400μmである. 吸収体 Au は, 有感面積の向上のために X 線受光部の面

積を 360μm×360μmとし, TES との接触部分であるステム部(200μm×200μm)に熱伝導パスを限定させる

ことで X 線光子の入射位置依存性のない構造を持つ(マッシュルーム型構造). また, X 線受光部の変形

を避けるため, 吸収体受光部とTESの間に膜厚 100nmの絶縁層Ta2O5が挿入されている. 図 2に作製し

た素子の写真を示す.  

マイクロカロリメータでは, X線吸収体の形状とサイズが素子の性能を決定づける要素の1つである. 

吸収体の面積を大きくすることにより, X 線の計数率を向上させることができる. 一方で吸収体の膜厚

を変えることにより, 各エネルギーにおける X 線の吸収率を変化させることができる. しかし, 吸収体

の体積が変化すれば, 吸収体の熱容量が変化するため, エネルギー分解能に影響が出る. 以上のことか

ら吸収体の形状とサイズの違いにより X 線応答に変化が生じることが考えられる. そこで吸収体の膜

厚違いによる X 線応答の変化を調べるため, 0.5μmと 5μmの異なる膜厚のマッシュルーム型吸収体を

持つ TES 型マイクロカロリメータを用意した. その 2 種類の吸収体の膜厚が異なる TES 型マイクロカ

ロリメータの X 線応答の違いを検証した. 実験の詳細は当日の講演で報告する.  

Fig.1: The schematic of the TES microcalorimeter with a 
mushroom shaped absorber 

Fig.2: The photograph of the TES 
microcalorimeter 
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